
＜彫刻の部＞

（重要文化財を国宝に）

木造四天王立像 四軀
もくぞうしてんのうりゅうぞう

【所有者】宗教法人興福寺（奈良市登大路町４８）

【大きさ】像高（持国天）２０４．０㎝ （増長天）２０２．２㎝

（広目天）２０４．５㎝ （多聞天）１９８．０㎝

長く興福寺中 金 堂に安置されてきた四天王だが、本来は文治５年（１１８９）完成の南円 堂の
ちゅうこんどう なんえんどう

像として造られたものであることが判明している。先般東京国立博物館で開催された運慶展の終

了後、この像は本来安置されていた南円堂に再び戻ることとなった。それを一つの契機としてこ

のたび、南円堂の仏像の中で唯一国宝となっていないこの像を国宝に指定する。（鎌倉時代）

（多聞天） （広目天） （増長天） （持国天）

写真提供：文化庁



＜彫刻の部＞

（有形文化財を重要文化財に）

隆 賢作
りゅうけん

木造四天王立像 四軀
もくぞうしてんのうりゅうぞう

【所有者】宗教法人薬師寺（奈良市西ノ京町４５７）

【大きさ】像高（持国天）１８７．８㎝ （増長天）１８６．５㎝

（広目天）１８７．７㎝ （多聞天）１９２．０㎝

薬師寺東院堂（国宝）に安置される四天王像で、うち多聞天の台座の銘文により東院堂に安置
たもんてん

するために正 応２年（１２８９）に彫刻作業を行い、永 仁４年（１２９６）に表面の彩色を行ったこと
しょうおう えいにん さいしき

が知られる。大型で保存良好、かつ優れたできばえにより、鎌倉後期四天王像を代表する遺品と

評価される。（鎌倉時代）

（多聞天） （広目天） （増長天） （持国天）

写真提供：文化庁



＜書跡・典籍の部＞

（有形文化財を重要文化財に）

源 氏 物 語（池田本） 四十九帖
げんじものがたり いけだぼん

【所有者】学校法人天理大学（天理市杣之内町１０５０）

【大きさ】おおむね縦１６．３㎝ 横１５．７㎝

本書は鎌倉時代後期の成立となる、藤原定家監督本系の『源氏物語』の写本である。内容は

源氏５４巻のうちの５２巻（４９ 帖 ）であり、このうち４８巻が成立当初のものである。奥 入のある鎌
じょう おくいれ

倉時代写本として、これだけ多くの巻が残されている写本は他にはなく、『源氏物語』研究上、大

変貴重なものであるため、重要文化財に指定する。（鎌倉時代）

写真提供：文化庁



＜考古資料の部＞

（有形文化財を重要文化財に）

奈良県唐古・鍵遺跡出土品 一括
ならけんからこ かぎいせきしゅつどひん

【所有者】田原本町（磯城郡田原本町８９０－１）

田原本町埋蔵文化財センター保管

奈良盆地のほぼ中央部に位置する、弥生時代を主とした大規模な環 濠 集 落からの出土品一
かんごうしゅうらく

括。大和地域の土器編年の指標とされる土器、吉備や尾張など遠隔地から搬入された土器を始

め、楼閣建物を線描した絵画土器片や、銅鐸の鋳型外枠や送風管（ 鞴 の羽口）などの鋳造関
どうたく ふいご はぐち

連遺物、褐鉄鉱容器に納められた硬玉勾 玉など、内容は極めて多彩である。本件は、弥生時
かってっこう まがたま

代の生業や金属鋳造、祭祀や精神文化を復元する上で欠かすことのできない資料である。（弥
さいし

生時代～古墳時代）

写真提供：田原本町教育委員会



〇全国 国宝・重要文化財（美術工芸品）指定件数

新 指 定 件 数

種 別

国 宝 重要文化財 合 計

絵 画 １ ９ ２，０２６（１６１）

彫 刻 ２ １１ ２，７１１（１３６）

工 芸 品 ０ ７ ２，４６４（２５３）

書 跡 ・ 典 籍 １ ４ １，９１３（２２８）

古 文 書 １ ４ ７６８（ ６２）

考 古 資 料 ０ ７ ６４０（ ４７）

歴 史 資 料 ０ ８ ２１３（ ３）

合 計 ５ ５０ １０，７３５（８９０）

（注）合計欄括弧内の数字は国宝の件数で、内数である。

〇奈良県 国宝・重要文化財（美術工芸品）指定件数

新 指 定 件 数

種 別 現 在 数 合 計

重文から 未指定から 県指定か 重美から

国宝 重文 ら重文 重文

絵 画 89( 9) 89( 9)

彫 刻 495( 73) １ １ 497( 74)

工 芸 品 209( 36) 209( 36)

書 跡 ・ 典 籍 172( 11) １ 173( 11)

古 文 書 45( 1) 45( 1)

考 古 資 料 38( 8) １ 39( 8)

歴 史 資 料 12( 0) 12( 0)

合 計 1,060(138) １ ３ 1,064(139)

（注）合計欄括弧内の数字は国宝の件数で、内数である。


